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重要施策体系表（単位：千円）

参画と協働の推進
1. 参画と協働による県民躍動の推進
2. 生涯学習の推進
3. 安全安心な消費生活の推進

（1，012,356）

（117,585）

（232,675）

（662,096）

（230,971）

（33,814）

（531,300）

人権啓発施策の推進 1. 人権啓発施策の推進

地域防犯及び
交通安全施策の推進

1. 地域安全まちづくりの推進
2. 交通安全対策の推進

男女共同参画と
青少年の健全育成の推進

1. 男女共同参画社会づくり施策の推進
2. 青少年の健全育成の推進
3. 青少年を守り育てる活動の推進

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる

社会の実現

（2，390，135）

（452,634）

（129,060）

（796,085）

（452,634）

（110,370）

（2，674,275）

（764,926）

（178,196）

（18,690）

（295,211）1. 芸術文化の創造と普及
2. 県立芸術文化施設の運営

スポーツの振興
1. スポーツによる地域活性化の推進
2. 競技・生涯スポーツの振興

芸術文化の振興

豊かで文化的な
社会の創造

（3，912，608）

（2，969,486）

（943,122）

Chapter01
令和７年度重要施策
体系表



参画と協働の理念のもと、対話と現場主義により県民の意見を県政
に反映させるとともに、県民とのパートナーシップによる取組を推進し、
 「躍動する兵庫」を実現する
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（単位：千円）

参画と協働の推進

（２）対話と現場主義による地域課題の把握と県政への反映

参画と協働の理念のもと、知事が直接県民と対話する「躍動カフェ」等を通して、

地域の課題やニーズを施策に反映させる県民ボトムアップ型県政を推進

（R６年度躍動カフェ実績：5回＜北播磨、西播磨、阪神北、淡路、中播磨＞）

１ 参画と協働による県民躍動の推進

（１）県民の参画と協働の推進

住民主体の地域づくり活動への支援と、県の政策形成への参画機会の提供など

県民とのパートナーシップによる取組を推進

（３）地域づくり活動への支援

① 県内各地で地域課題の解決や特色あるまちづくりに取り組む人や団体を「すごいすと」
として、その活動をインターネット情報誌「ふるさと兵庫すごいすと」で紹介
（R6.12末時点の紹介数：１６５人、３２団体）

② すごいすとをアドバイザーとして地域団体に派遣する取組や地域住民との交流会を開催

③ すごいすとのもとで若者に地域活動を体験してもらい、その魅力や価値を体感すること
で兵庫の未来を担うリーダーを発掘・育成する「地域のネクストリーダー発掘プロジェク
ト」の実施

【すごいすとホームページ】

【すごいすと交流会】

【躍動カフェ(R6.７.3阪神北)】

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現

新

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

117，585 7，944 14，000 0 95，641
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参画と協働の推進

（４）県民ボランタリー活動の推進
① ひょうごボランタリープラザを拠点として、多様な主体の交流促進や支援情報の提供などの事業を通じ、

 県民のボランタリー活動を支援・促進

② ふるさとひょうご寄附金を活用し、災害ボランティア活動を支援

区 分
５人以上の団体･グループ

（通常分）
10人以上の団体･グループ
（能登半島地震復旧応援枠）

対 象 経 費 交通費及び宿泊費 借上げバス及び宿泊費

助 成 額
上限20万円/団体･グループ 上限80万円/団体･グループ

対 象 活 動 主に復旧期（被災者宅のがれき撤去、泥かき、避難所運営支援など）

財 源 ふるさとひょうご寄附金 等

対 象 団 体 県内在住等の15歳以上35歳未満の若者が主体の5人以上の団体・グループ

対 象 経 費 交通費・宿泊費・活動費

助 成 額 上限20万円/団体･グループ

対 象 活 動 主に復興期（地域住民との交流、傾聴、清掃活動など）

財 源 ふるさとひょうご寄附金 等

【岩手県岩泉町での防災訓練】

※ 別途、資機材借上費について上限５万円/団体･グループの加算措置あり

【石川県珠洲市でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動】

 ＜大規模災害ボランティア活動応援プロジェクト＞

被災地の復旧に向けて、ボランティア活動を行う団体・グループに現地までの交通費・
宿泊費を助成

令和６年能登半島地震については、制度を拡充し、石川県珠洲市での活動を支援
〈適用期間〉R６.４.26～
〈申 請 数 〉35団体・のべ427人（R6.11末時点）   

  ＜ひょうご若者被災地応援プロジェクト＞   

今後の大規模災害に備えるため、ひょうごの若者が継続して被災地で行う活動を支援   

〈支援実績〉12団体・102人（R６.11末時点）   

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



活動を支援するための生涯学習を推進する。る。
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（１）生活創造センター、文化会館等の運営

（単位：千円）

参画と協働の推進

２ 生涯学習の推進

・ 地域の学び、活動、交流の拠点施設として、生涯学習施設を運営

・ 地域や施設の特色、指定管理者のﾉｳﾊｳを生かした事業実施など、施設の更なる活性化を促進

（２）生涯学習・実践活動への支援

・ 誰もが、いつでも、どこでも学べ、実践活動が行えるよう､（公財）兵庫県生きがい創造協会
 と連携し、ラジオ講座や高齢者大学での学び・情報を提供

・ 文化会館等5施設で実施する地域高齢者大学では、各指定管理者の特長やﾈｯﾄﾜｰｸを生かした
 多彩な講座を通じ、様々な学びの機会を提供

名称 所在地 現指定管理者 指定期間

神戸生活創造ｾﾝﾀｰ 神戸市長田区 大阪ガスビジネスクリエイト（株） R4.4.1～R7.3.31

東播磨生活創造ｾﾝﾀｰ 加古川市 （特非）シミンズシーズ R3.4.1～R8.3.31

丹波の森公苑 丹波市 （公財）兵庫丹波の森協会 R6.4.1～R7.3.31

嬉野台生涯教育ｾﾝﾀｰ 加東市
嬉野台生涯教育センターマネジメントグループ
【代表者】（株）MEリゾート但馬
【構成員】（一社）日本体験教育研究所、（株）東急コミュニティー

R6.4.1～R11.3.31
但馬文教府 豊岡市 全但バス（株）

西播磨文化会館 たつの市
西播磨文化会館管理運営コンソーシアム
【代表者】神姫バス（株） 【構成員】（株）東急ｺﾐｭﾆﾃｨｰ、神姫ﾄﾗｽﾄﾎｰﾌﾟ（株）

淡路文化会館 淡路市
淡路文化会館マネジメントパートナーズ
【代表者】（株）ﾜｰﾙﾄﾞｲﾝﾃｯｸ 【構成員】（株）ｸﾗｳﾃﾞｲﾄ、（特非）生涯学習ｻﾎﾟｰﾄ兵庫

生涯学習施設を運営し、あらゆる世代の学びや活動を支援するための

生涯学習を推進

【近隣高校と連携した高齢者大学講座】

【生活創造センターでのイベント】

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

662，096 0 88，237 0 573，859

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



活動を支援するための生涯学習を推進する。る。
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（単位：千円）

参画と協働の推進

３ 安全安心な消費生活の推進

（１）相談対応の充実等

① 消費者被害の防止・救済機能を高度化し、消費生活総合センターを中心として
広域的・専門的な相談に対応

② 市町の相談対応力を高めるため、相談員定着支援チームの設置や研修開催等に

よる支援を充実

（３）事業者指導の実施

① 景品表示法や特定商取引法、消費生活条例に基づき、不当な表示や取引行為を
行う事業者への指導等を実施

② 消費生活協同組合の民主的な運営と健全な発展を支援

（２）消費者教育・活動の推進

① 若年層の消費者トラブルへの対応として、高校等への出前講座の開催や大学生
の消費者リーダーを養成

② 高齢者等の消費者トラブル防止に向け、市町、関係機関・団体と連携して地域で

の見守りを推進

③ SDGsの取組として、エシカル消費の推進に関する消費者向けのセミナー等を

開催

【啓発リーフレット・チラシ】

【大学生による街頭啓発】

【高齢者向けセミナー】

  「ひょうご消費生活プラン」に基づき、市町、事業者、関係団体等と連携

して消費生活相談や消費者教育、事業者指導の強化に取り組む

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

232，675 148,770 13 0 83,892

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



「県人権教育及び啓発に関する総合推進指針」に基づき、人権啓発活動
を推進するとともに、人権侵害事案を相談から救済へと速やかに繫ぐた
め、関係機関・団体等と連携した啓発・相談等を展開する
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（単位：千円）

人権啓発施策の推進

１ 人権啓発施策の推進

① 人権啓発イベントをはじめ、人権総合情報誌、ラジオ放送、新聞広告、啓発ポスター、
ネット配信等様々な媒体を活用した人権啓発活動を展開

② 人権に関する文芸作品や動画･イラストの募集、プロスポーツチームと連携した啓発など、
若い世代への啓発を推進

（１）「人権文化をすすめる県民運動」の推進

（2）多様な人権課題に対応した取組の強化

① 部落差別や北朝鮮当局による拉致問題、ネット上の人権侵害、性的マイノリティ等多様な
人権課題に対応するため、関係機関・団体と連携し、啓発や相談を強化

② ネット上の人権侵害の防止に向けた条例を検討するとともに、県民への広報啓発を強化

③ パートナーシップ制度の運用など性的マイノリティの理解増進に取り組むとともに、関係
機関と連携し、性的マイノリティの働きやすい環境づくりを推進

（3）市町支援事業の推進

職員研修や補助事業等により、市町の啓発事業や隣保館の運営・整備を支援

（4）総合的・効果的な施策の推進

庁内全部局、関係団体等と連携を図りながら、多様化する人権課題に対応した施策を検討、
推進

【拉致問題啓発ポスター】

【人権のつどい 講演会】

【人権のつどいチラシ】

拡

拡

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

452，634 259,956 0 11,300 181,378

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現
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（１）地域安全まちづくり活動の推進

まちづくり防犯グループや地域安全まちづくり推進員が行う地域ぐるみの見守り活動や

防犯活動を支援

（単位：千円）

地域防犯及び交通安全施策の推進

１ 地域安全まちづくりの推進

様々な主体の相互連携による活動を通じて人と人、人と地域のきずな
を強める取組を進めることにより、誰も取り残さず、誰もが安全に安心
して暮らすことができる地域社会の実現をめざす

【三宮合同パトロール】

【推進員研修会】

（４）再犯防止対策の推進
犯罪をした人等が地域社会で孤立することなく、再び社会の一員となることができるよう支援を実施

・犯罪をした者やその家族の居場所を提供し、適切な支援につなぐ交流会を開催

・保護司の新たな担い手確保に向け、魅力・役割を伝えるフォーラムや、性犯罪加害者の行動特性を

正しく理解するためのフォーラムを開催

新

新

（３）防犯に配慮した環境の整備

① 客引き行為等について、三宮北部地域等の禁止地区において、巡回・指導や
啓発キャンペーンを実施

② 地域における防犯カメラ等の導入を支援

③ 特殊詐欺に加え、SNS型投資・ロマンス詐欺による被害も急増していることから、
これらの「被害者にならない」、「加害者にさせない」ための普及啓発を強化

新

（２）犯罪被害者等支援の充実

犯罪被害者等が、安全に安心して暮らせるよう、総合的かつ計画的に支援施策を推進

・社会情勢等を踏まえ、有識者会議を設置し支援条例や総合相談窓口の在り方等を検証

・各種の支援制度等を掲載し、警察や行政とのやりとりを記録する「支援ノート」を作成

新

新

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

110,370 5,868 14，390 0 90,112

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



第11次兵庫県交通安全計画及び兵庫県交通安全実施計画に基づき、
交通安全対策を推進する
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（２）子ども・高齢者の交通安全対策の推進

① 子どもの交通安全対策として、交通安全教室や交通安全だよりを配信

② 高齢者の交通安全対策として、出前講座の実施や安全運転サポート車の普及を促進

（単位：千円）

地域防犯及び交通安全施策の推進

２ 交通安全対策の推進

【児童を対象とした交通安全教室】

（３）自転車の交通安全対策の推進

① 高校等でのスタントマンの実演による安全教室や自転車保険の加入を促進

② 交通安全教室、各種キャンペーン等あらゆる機会を通じて広報啓発を行い、

自転車ヘルメットの着用など自転車の安全で適正な利用を促進

③ 道路交通法の改正に向け、自転車の交通法規を周知し、安全利用を促進

写真

【高校生向け自転車交通安全教室】

四季の交通安全運動

春の全国交通安全運動（４月）

夏の交通事故防止運動（７月）

秋の全国交通安全運動（９月）

年末の交通事故防止運動（12月）

（１）「ストップ・ザ・交通事故」県民運動の実施

県民の参画と協働のもと、四季の交通安全運動や横断歩道合図（アイズ）運動プラスなど

を展開し、交通安全意識の高揚、交通事故防止を促進

＜横断歩道合図運動プラスとは＞

歩行者とドライバーに横断歩道付近での交通事故の抑止を図る運動

[歩行者] 信号機のない横断歩道では「手を挙げる」合図をする

[ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ] 「手と目で横断を促す合図」をする+横断歩道手前で減速をする

[双 方] 「アイコンタクト」を行う

新

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

18,690 2，536 0 0 16,154

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



「ひょうご男女いきいきプラン 2025」 (R3 ～ R7) に基づき、男女
共同参画社会の実現や女性活躍を推進するとともに、家庭応援施策や出
会い支援事業に取り組む
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（１）男女共同参画社会の実現に向けた取組の推進

① ひょうご男女いきいきプラン2030 （R８～R１２） （仮）の策定に向けた検討

② 県立男女共同参画センターにおいて、女性の就業・学習支援、女性の悩み相談等を実施

③ 男女共同参画推進員を委嘱し、地域や職場での啓発や実践活動を支援

（単位：千円）

男女共同参画と青少年の健全育成の推進

１ 男女共同参画社会づくり施策の推進

【県立男女共同参画センター】
（愛称：イーブン）

【学生と企業との交流会】

（２）女性活躍の推進

② ひょうご・こうべ女性活躍推進企業(ミモザ企業)認定制度の普及を図るため
女子学生とミモザ企業との交流会等を実施

① 女性活躍推進センター（県立男女共同参画センター内）を中心に、女性活躍推進の
気運醸成をはじめ、企業の自主的取組の促進や女性のキャリアアップ等を支援

<R6年度申請企業> 155社 （ミモザ企業69社、フレッシュミモザ企業86社）

<R5年度までの認定企業＞ １３９社

① 男性の家事・育児参加を促進するため、企業の管理職・社員を対象とした出前講座や
子育て中のパパ向けのセミナーを開催

② 「まちの子育てひろば」へのアドバイザー派遣や子育て世帯へ特典サービスを提供する
「ひょうご子育て応援の店」の普及促進を実施

（３）家事･育児に共に取り組む機運醸成と地域での子育て支援

（４）ひょうご出会い支援事業の推進

結婚を希望する男女の出会いの機会を増やし、成婚につなげるため、
AIマッチングやオンライン等を活用したひょうご出会いサポートセンターを運営 【まちの子育てひろば】

ひょうご出会い
ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰHP

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

230,971 17,237 29,193 0 184,541

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



 （公財）兵庫県青少年本部や青少年団体等と連携し、体験活動を推進
するとともに、不登校やひきこもりなどの課題を抱える青少年の社会的
自立を支援する
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（２）課題を抱える青少年の支援

① 不登校やひきこもりなどに悩む青少年の相談先として、電話相談「ほっとらいん相談」と
県内５か所の地域ブランチを設置

② 不登校生徒の中学校卒業・高校中退の後も、適切な支援へ円滑につなぐため、
学校と連携しながら支援を行う青少年地域支援員を、地域ブランチに各１名配置

③ 不登校やひきこもり等の青少年の社会的自立を支援するため、寮施設を備えた神出学園、
山の学校を運営するとともに、両施設の新たな展開を検討

（単位：千円）

男女共同参画と青少年の健全育成の推進

２ 青少年の健全育成の推進

（１）青少年の体験活動等の推進

① 子どもたちが屋外でのびのびと遊ぶことができるひろばづくりや、ものづくりやキャンプ
など身近な地域での社会体験や自然体験の機会提供を支援

② 地域おこしイベント等の持続可能な地域づくりへの支援を通じて、次代を担うリーダーを
育成

③ 子どもたちの体験活動を支援する施設を運営 【県立こどもの館】

【神出学園での楽器レッスン】

【山の学校での林業体験】

施設名称 所在地 指定管理者 指定期間

県立こどもの館 姫路市 こどもみらいクリエイト共同事業体 R6.4.1～R11.3.31

県立いえしま自然体験センター 姫路市 (一社）いえしま自然体験協会 R6.4.1～R9.3.31

施設名称 所在地 指定管理者 指定期間

県立神出学園 神戸市 （公財）兵庫県青少年本部 R6.4.1～R9.3.31

県立山の学校 宍粟市 （公財）兵庫県青少年本部 R5.4.1～R8.3.31

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

531,300 15,450 57 0 515,793

拡

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



【親子落語鑑賞会での啓発】

青少年愛護条例のもと、地域、学校、事業者、保護者等が一体となって、
青少年を守り育てる活動を展開するとともに、青少年の安全安心なイン
ターネット利用を推進する
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（１）青少年愛護活動の展開

① 青少年愛護活動推進員による立入調査や業者指導等を通じ、青少年愛護条例の適正な

 運用を図り、青少年を取り巻く良好な環境づくりを推進

② 事業者、青少年育成団体等が参画する青少年育成スクラム会議を、全県及び県民局・

 センター単位で開催

（単位：千円）

男女共同参画と青少年の健全育成の推進

３ 青少年を守り育てる活動の推進

（２）青少年の安全安心なインターネット利用の推進

① 「スマホ等の利用に関するガイドライン」やワークシートを活用し、スマホ等の
 利用のルールづくりや健康的なスマホ等の使い方を様々な機会を通じて啓発

② ネットから離れて自然とふれあい、日常生活の見直しや社会的自立を促す「人と
つながるオフラインキャンプ」を開催し、得られた知見を関係団体に情報発信

③ 県内の小中高生・保護者を対象に、ネットの利用状況・依存傾向等を調査分析
＜ネット依存傾向の割合(R5)＞小学4～６年生：15.3% 中学生：23.0% 高校生：２９．６％

④ 携帯電話事業者と連携し、フィルタリング契約の促進や、安全安心なネット利用に
向けた意見交換を実施

【人とつながるオフラインキャンプ】

【スマホ等の利用に関するガイドライン】

【ワークシート:ネットとゲームのルールをつくってみよう！】

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

33,814 0 0 0 33,814

Chapter02
令和７年度重要施策

安全安心なくらしと
自分らしく生きられる
社会の実現



・重点地域（神戸・阪神地域除く）の設定（R5市町ホール利用率が７割未満）
・ホール自らが主催する自主公演事業（＝貸館公演ではない）の重点支援

「第３期芸術文化振興ビジョン」（R３～R７）の最終年にあたることから、
基本目標である「芸術文化立県ひょうご」の実現に向けて、県民への芸術
文化の創造と普及を図る
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（１）芸術振興ビジョンの改定

・ 第４期芸術文化振興ビジョン（R８～R１２）（仮）の策定に向けた検討

・ 有識者による検討委員会（10数名程度）の立ち上げ・審議、パブコメ、議案上程等

Chapter02
令和７年度重要施策

豊かで文化的な社会の創造

（３）プレミアム芸術デーの実施
県民の誰もが気軽に芸術文化に親しめるよう、夏休み前の１週間、

県内の美術館・博物館等の無料開放や無料イベントを実施

（単位：千円）

芸術文化の振興

（４）地域で親しむ舞台芸術応援事業
地域間格差の解消と、県民の芸術文化に接する機会の向上へ貢献するため、

県内市町ホール等が実施する公演料の一部を支援

（２）アートで躍動Z世代文化部応援プロジェクト
①「高校生文化部フェスin HYOGO」開催（予定）

日時：令和７年２月１日（土）11:00～17:00

場所：神戸ハーバーランドスペースシアター

分野：【ステージ】ジャズバンド､ファッションショー等（1０分野１5校程度参加）

   【ブース】鉄道研究、漫画、家庭・手芸等（１０分野10校程度参加）

②文化部合同練習会
専門指導者による対面指導（2０校程度参加、３０回程度）

１ 芸術文化の創造と普及

新
【R5県内市町ホール利用率】・重点地域（神戸・阪神地域除く）の設定（R5市町ホール利用率が７割未満）

・ホール自らが主催する自主公演事業（＝貸館公演ではない）の重点支援

【高校生文化部フェスのイメージ】
兵庫県高等学校総合文化祭

文化部合同発表会ファッションショーの様子

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

295,211 0 142，937 0 152,274



芸術文化センター20周年記念公演をはじめとする多彩で魅力のある
公演や展覧会を通じて質の高い芸術文化に親しむ場として、また県民
の芸術文化の発表の場として、適切な運営を実施する

（単位：千円）

芸術文化の振興

２ 県立芸術文化施設の運営

（３）「神戸 わが町」などの公演／県立尼崎青少年創造劇場
県立ピッコロ劇団設立30周年記念公演として、震災10年に際して書き下ろした

「神戸 わが町」を新たな演出で上演

【芸文センター開館20年】

（４）原田の森ギャラリーにおける作品発表・創作活動の場の提供
「横尾忠則の人生スゴロク展」(R7.1.17～)などの開催/王子分館

【４施設利用者数推移（県民会館を除く）】

0
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(推計)

（千人）

100.5万人
(推計)

【トピックス】内閣府表彰の受賞／尼崎青少年創造劇場

R6.12「ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ推進功労者内閣府特命担当大臣表彰優良賞」を受賞
※劇団の「障害者も楽しめる演劇サポート」や「外国人の地域コミュニティ参加支援」などの取組を評価
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（１）丹波焼の郷プロモーション事業／兵庫陶芸美術館

2025大阪・関西万博にあわせ、丹波焼の郷全体（陶芸美術館、陶の郷、窯元など）

への来訪・周遊を促進

・特設合同Webサイトの開設 ・オーディオガイドの整備 など

新

（２）20周年記念公演事業/県立芸術文化センター

【プログラム例】

・ 佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ「さまよえるオランダ人」

・ 阪神・淡路大震災発生30年の日に祈りを込めて演奏する「千人の交響曲」 など２４事業

新

所要経費の
要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

2,674,275 0 977,078 0 1,697,197

Chapter02
令和７年度重要施策

豊かで文化的な社会の創造

【内閣府表彰授賞式】



スポーツの持つ多面的な価値を、県の活性化に最大限に活用するため、 
地域やプロスポーツ、企業との連携を強化しつつ、総合的なスポーツ行
政を展開する
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（１）スポーツコミッションの創設に向けた検討

多様なステークホルダーを巻き込みながら、プロアマ全てのスポーツを通じて、地域

の活性化を推進する枠組みを検討

（２）地元クラブの応援によるシビックプライドの醸成

子ども達への地元クラブの試合観戦機会の提供等により、県民のシビックプライドの

醸成や兵庫のブランド力向上を促進

(3)「ワールドマスターズゲームズ2027関西」の開催準備

「関西マスターズゲームズ in HYOGO」等の機運醸成イベントのほか、2027年5月

の大会開催に向けて準備を本格化

（４）スポーツイベントの誘致プロモーション

街中へスポーツを持ち込むアーバンスポーツや若者に人気のｅスポーツ、地域への経

済的波及効果が期待される国際大会などの誘致活動を展開

（５）神戸マラソンの魅力アップ

神戸マラソンの更なる魅力づくりとして、明石市大蔵海岸付近で折り返し、神戸

ウォーターフロントエリアでフィニッシュする新コースでの開催を予定

（単位：千円）

スポーツの振興

１ スポーツによる地域活性化の推進

新

「神戸マラソン」では、約2万人のランナーが
阪神・淡路大震災から復興した神戸の街を駆
け抜ける

ワールドマスターズゲームズ関西大会では、
県内で、オリエンテーリング（フォレスト）や
ビーチバレーなどの開催が予定されている

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

178,196 2,500 90,539 0 85,157

Chapter02
令和７年度重要施策

豊かで文化的な社会の創造



県民誰もが「する・みる・ささえる」スポーツへの参画を通じて、「躍動する兵
庫」の実現をめざし、県民のスポーツ振興を図る
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（単位：千円）

スポーツの振興

２ 競技・生涯スポーツの振興

施設名称 所在地 指定管理者 指定期間

神戸常盤アリーナ（県立文化体育館） 神 戸 市 兵庫県立文化体育館ﾌｧｼﾘﾃｨ共同体 R3.4.1～R8.3.31

県立神戸西テニスコート 神 戸 市 株式会社ITC R3.4.1～R8.3.31

Life partner Arena（県立総合体育館） 西 宮 市 ひょうごｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌｸﾞﾙｰﾌﾟ ※次期指定管理者も同管理者 R2.4.1～R7.3.31

県立海洋体育館 芦 屋 市 （公財）兵庫県ｽﾎﾟｰﾂ協会 ※次期指定管理者も同管理者 R2.4.1～R7.3.31

県立弓道場 明 石 市 （公財）兵庫県ｽﾎﾟｰﾂ協会 R6.4.1～R7.3.31

県立武道館 姫 路 市 （公財）兵庫県ｽﾎﾟｰﾂ協会 R3.4.1～R8.3.31

（１）アスリートの競技力向上

国民スポーツ大会への兵庫県選手団の派遣や、県民スポーツ大会の開催、若手アスリート

への育成支援等を通じて競技力向上を推進

（２）兵庫ゆかりのアスリート活用等による地域の指導力向上

中学校運動部活動の地域移行を見据え、兵庫ゆかりのアスリートやプロスポーツクラブと

連携して、指導者を地域に派遣

（３）スポーツ団体との連携による生涯スポーツの振興

兵庫県生涯スポーツ連合との連携イベントや、ひょうご女性スポーツの会の活動支援等を

通じて、県内における生涯スポーツの活動を拡大

（４）県立スポーツ施設の管理運営

県民の健康で文化的な生活の向上を図るため、スポーツ・体力づくりの場として、施設を運営

陸上短距離の指導には、神戸市北区出身の朝原
宣治さんが協力。中学生と一緒に走りながら、実
践的な指導にあたる

モルックなど多世代で一緒にできるスポーツの
体験会等を通じて、スポーツの楽しさを広める

所要経費
の要求額

財源内訳

国庫支出金 特定財源 起債 一般財源

764,926 0 151,816 0 613,110

Chapter02
令和７年度重要施策

豊かで文化的な社会の創造
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